
徳川幕府の国防の要衝
街道と語り合う歴史のひととき
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た
。
こ
の
新
し
い
中
山
道
の
沿
道
に
は
商
家

た
。
こ
の
新
し
い
中
山
道
の
沿
道
に
は
商
家

が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
高
崎
の
原
型
と
な
る

が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
高
崎
の
原
型
と
な
る

ま
ち
な
み
が
生
ま
れ
た
。

●
古
代
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
が
通
っ
て
い
た
高
崎

　

高
崎
の
街
道
史
を
ひ
も
と
く
と
、
源
流
は

遠
く
古
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　

朝
廷
の
置
か
れ
て
い
た
畿
内
か
ら
奥
州
を

結
ぶ
東
山
道
は
、
高
崎
あ
た
り
ま
で
は
中
山

道
と
同
じ
ル
ー
ト
で
、
上
野
国
を
横
断
し
、

下
野
国
を
経
て
陸
奥
国
へ
と
日
本
の
中
央
を

貫
い
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
以
前
は
、
都
と
東

日
本
を
結
ぶ
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
、
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
も
東
山
道
ル
ー
ト
で
東
北
征
伐
に
行
っ

て
い
る
。
朝
廷
と
地
方
の
国
府
を
結
ぶ
壮
大

な
道
路
網
が
作
ら
れ
、
古
墳
群
や
豪
族
居
館

跡
、
多
胡
碑
な
ど
が
、
古
く
か
ら
都
と
盛
ん

に
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
高

崎
に
は
、
中
山
道
、
日
光
例
幣
使
街
道
、
三
国

街
道
、
鎌
倉
街
道
、
追
分
街
道
な
ど
の
道
筋

が
今
も
残
っ
て
い
る
。
碓
氷
峠
を
越
え
て
き

た
旅
人
は
、
高
崎
の
に
ぎ
わ
い
に
驚
き
、
江
戸

に
着
い
た
か
と
思
う
ば
か
り
だ
っ
た
そ
う
だ
。

●
関
東
の
要
・
高
崎
と
中
山
道

　

戦
国
時
代
、
信
州
、
越
後
と
関
東
の
勢
力

が
ぶ
つ
か
る
最
前
線
が
西
上
州
で
、
江
戸
に

入
府
し
た
徳
川
家
康
は
、
四
天
王
の
一
人
、

徳
川
最
強
軍
団
と
言
わ
れ
た
井
伊
直
政
を
軍

事
拠
点
の
箕
輪
城
に
置
き
、
国
防
の
要
衝
を

安
定
さ
せ
た
。
直
政
は
、
信
州
、
越
後
へ
と

街
道
が
通
じ
る
要
衝
の
地
・
和
田
に
城
を
移

し
、
慶
長
3
年
（
１
５
９
８
）
に
「
高
崎
」

が
誕
生
し
た
。

　

中
山
道
は
、
東
海
道
、
日
光
街

道
、
奥
州
街
道
、
甲
州
街
道
と
と
も

に
家
康
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
幕
府

直
轄
の
街
道
で
、
直
政
が
箕
輪
か
ら

高
崎
に
城
を
移
し
て
江
戸
へ
の
ル
ー

ト
を
整
え
た
こ
と
は
家
康
の
国
家
構

想
に
お
い
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
。

て
い
る
。

●
歴
史
を
伝
え
る
商
家
が
沿
道
に

　

高
崎
城
下
に
最
初
に
作
ら
れ
た
中
山
道

は
、
現
在
、
中
山
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
大
通

り
の
東
側
の
道
だ
っ
た
。
赤
坂
か
ら
本
町
三

丁
目
を
東
に
ま
っ
す
ぐ
行
き
、
椿
町
で
右
折

し
て
通
町
を
南
に
行
き
、
砂
賀
町
で
左
折

し
て
東
に
向
か
い
、
中
居
か
ら
下
之
城
を
経

て
、
倉
賀
野
に
出
た
。

　

最
初
の
中
山
道
は
、
武
家
長
屋
や
寺
を
抜

け
て
い
た
。
永
禄
6
年
（
１
５
６
６
）
創
業

で
四
百
五
十
年
に
及
ぶ
老
舗
、
糀
屋
（
元
紺

屋
町
）
が
あ
る
南
北
の
通
り
で
、
道
路
も
拡

幅
さ
れ
ず
往
時
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
。
糀

屋
の
前
の
金
沢
米
穀
店
も
三
百
年
以
上
前
に

倉
賀
野
河
岸
で
創
業
、
格
子
造
り
の
店
が
雰

囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
九
蔵
町
付
近
に
な

る
と
、
井
伊
直
政
に
京
か
ら
招
か
れ
て
高
崎

に
移
っ
た
染
職
人
「
だ
る
ま
紺
屋
」
な

ど
の
商
家
や
、
こ
の
あ
た
り
に
一
里
塚

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

直
政
が
彦
根
に
移
っ
た
後
、
高
崎
城

主
に
な
っ
た
酒
井
家
次
は
、
本
町
三
丁

目
を
右
折
し
、
九
蔵
町
か
ら
田
町
、
連

雀
町
を
通
る
、
現
在
の
街
道
を
整
え

雀
町
を
通
る
、
現
在
の
街
道
を
整
え

中な

か 

山せ

ん 

道ど

う

―

交
通
の
要
衝
と
し
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栄
え
た
高
崎―
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◀最初の中山道
  往時の雰囲気を今に伝える（元紺屋町）

旧中山道地図

高崎駅
中山道

最初の中山道

●
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至高崎城址

本町 椿町

九蔵町

八間道路

金沢米穀店

元紺屋町

連雀町

至赤坂

糀屋


